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学校改革

学校の一体感を醸成し、
学び直しとＩＣＴ活用で
教育力を高める

◎１９２５（大正１４）年、松山美善女
学校として開校、４８年に松山女子商
業高校、６８年に聖カタリナ女子高校
に改称。２０１２年度に総合学科を設
置、１６年度に男女共学となり、現校
名に改称した。校訓は「誠実・高潔・
奉仕」。ＩＣＴ教育、グローバル教育な
どの改革を推進中。

国公立大は、岡山大、広島大、愛媛大、
高知大、北九州市立大などに９人が合
格。私立大は、早稲田大、立命館大、
関西大、関西学院大、松山大などに延
べ 229 人が合格。短大、専門学校、
専攻科進学102 人。就職は、67人。

設立

形態

生徒数

2016年度進路実績（現浪計）

1925（大正14）年

全日制／普通科・総合学科・看護科／共学

約１１30人

住所
　

電話

Web Site

〒790-8557
愛媛県松山市藤原町468番地

089-933-3291

224
指導変革の

成果実践背景

◎生徒数が減少して
各学科の規模が小さ
くなったことを受け、
３学科が連携し、学
校としての一体感を
出すことが課題に

変革のステップ

◎学科を超えて、学
力を測る共通指標を
設定。学び直しやＩＣＴ
の活用による教育力
向上を図る

◎2016年度の高校受
験者数が前年度の約
２倍に増加。教師の
意欲が高まり、学校
の一体感や学年団の
団結も強化される

http://www.catalina.ed.jp/

愛媛県・私立

聖カタリナ学園高校

　
愛
媛
県
松
山
市
の
中
心
部
に
位
置
す
る
聖
カ
タ
リ
ナ

学
園
高
校
は
、
商
業
系
の
女
学
校
を
前
身
と
す
る
カ
ト

リ
ッ
ク
系
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ス
ク
ー
ル
だ
。
１
９
９
０
年
代

に
は
、
普
通
科
、
商
業
科
（
現
・
総
合
学
科
）、
衛
生

看
護
科
（
現
・
看
護
科
）
の
３
学
科
合
わ
せ
て
、
生
徒

数
約
２
０
０
０
人
の
大
規
模
校
だ
っ
た
。
し
か
し
、
少

子
化
や
共
学
校
人
気
な
ど
の
影
響
で
、
次
第
に
生
徒
数

が
減
少
し
、
２
０
０
０
年
代
の
初
め
に
は
１
２
０
０
人

程
度
と
な
っ
て
い
た
。
06
年
度
に
赴
任
し
た
芳
野
敬
三

校
長
は
、
当
時
の
状
況
を
こ
う
語
る
。

　「
大
規
模
校
だ
っ
た
頃
は
、
各
学
科
が
よ
い
意
味

で
競
争
意
識
を
持
ち
、
切
磋
琢
磨
す
る
雰
囲
気
が
あ

り
ま
し
た
。
し
か
し
、
生
徒
数
が
少
な
く
な
る
と
、

そ
の
よ
う
な
雰
囲
気
が
徐
々
に
な
く
な
り
、
３
学
科

が
連
携
し
、
学
校
と
し
て
の
一
体
感
を
高
め
る
必
要

が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
現
状
を
検
証
せ
ず
、
同

じ
教
育
を
続
け
て
い
た
こ
と
が
課
題
で
し
た
」

　
状
況
を
打
開
す
る
た
め
、同
校
が
ま
ず
着
手
し
た
の

は
、客
観
的
に
生
徒
の
学
力
を
把
握
す
る
こ
と
だ
っ
た
。

　「
教
師
一
人
ひ
と
り
が
学
校
全
体
を
見
渡
す
視
点

を
持
つ
た
め
に
、
学
科
を
超
え
て
生
徒
の
学
力
を
測

る
共
通
の
指
標
が
必
要
で
し
た
。
生
徒
の
学
力
を
き

ち
ん
と
把
握
す
る
こ
と
が
、
課
題
に
対
応
し
た
教
育

内
容
、
指
導
体
制
を
構
築
す
る
第
一
歩
に
な
る
と
考

え
た
の
で
す
」（
芳
野
校
長
）

生
徒
減
を
機
に
、客
観
的
な
学
力
把
握
と

進
路
指
導
の
体
系
化
を
推
進
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格。私立大は、早稲田大、立命館大、
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べ 229 人が合格。短大、専門学校、
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成果実践背景

◎生徒数が減少して
各学科の規模が小さ
くなったことを受け、
３学科が連携し、学
校としての一体感を
出すことが課題に

変革のステップ

◎学科を超えて、学
力を測る共通指標を
設定。学び直しやＩＣＴ
の活用による教育力
向上を図る

◎2016年度の高校受
験者数が前年度の約
２倍に増加。教師の
意欲が高まり、学校
の一体感や学年団の
団結も強化される
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愛媛県・私立

聖カタリナ学園高校

　
同
校
は
、
07
年
度
、
ベ
ネ
ッ
セ
の「
基
礎
力
診
断
テ

ス
ト
」（
＊
１
）を
導
入
し
た
。
結
果
は
進
学
課
が
取
り

ま
と
め
、各
学
科
の
Ｇ
Ｔ
Ｚ（
＊
2
）を
過
年
度
や
学
科
・

コ
ー
ス
間
で
比
較
で
き
る
よ
う
に
し
た
。当
初
、看
護
科

は
導
入
を
た
め
ら
っ
て
い
た
が
、他
学
科
の
デ
ー
タ
を

見
て
学
力
把
握
の
必
要
性
を
感
じ
、翌
年
か
ら
同
テ
ス

ト
を
実
施
。Ｄ
ゾ
ー
ン
の
生
徒
の
数
が
明
ら
か
に
な
り
、

漠
然
と
感
じ
て
い
た
学
力
低
下
が
浮
き
彫
り
に
な
っ

た
。こ
れ
で
、全
学
科
で
教
師
が
学
力
を
切
り
口
に
し
た

生
徒
の
実
態
に
つ
い
て
議
論
で
き
る
環
境
が
整
っ
た
。

　
08
年
度
に
は
、
年
間
進
路
指
導
計
画
の
作
成
に
着
手

し
た
。
横
山
博
文
教
頭
は
そ
の
意
義
を
こ
う
語
る
。

　「
本
校
で
は
、
進
路
指
導
は
担
任
に
任
さ
れ
て
お

り
、
進
路
行
事
や
進
路
学
習
の
体
系
的
な
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
が
な
か
っ
た
た
め
、
よ
い
取
り
組
み
が
あ
っ
て

も
次
の
学
年
に
継
承
さ
れ
に
く
い
状
況
で
し
た
。
進

路
指
導
を
体
系
化
す
る
こ
と
で
、
ど
の
時
期
に
何
を

す
べ
き
か
が
一
目
で
分
か
る
よ
う
に
な
り
、
教
師
の

進
路
指
導
へ
の
意
識
が
大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
」

　
同
校
の
進
路
指
導
の
特
徴
は
、
高
校
で
の
学
習
・
生

活
に
対
す
る
意
識
調
査
の
結
果
を
グ
ラ
フ
に
し
た
「
生

徒
の
意
欲
曲
線
」
を
参
考
に
、
生
徒
の
学
習
意
欲
が
下

が
る
時
期
に
進
路
行
事
を
配
置
し
て
い
る
こ
と
だ
。
例

え
ば
、
体
育
祭
後
の
１
年
生
９
月
に
は
、
文
理
選
択
を

見
据
え
た
進
路
研
究
を
行
い
、気
持
ち
を
引
き
締
め
る
。

２
年
生
12
月
の
期
末
考
査
後
に
は
、
大
学
の
個
別
相
談

会
を
実
施
し
、
生
徒
の
意
識
を
受
験
へ
と
切
り
替
え
ら

れ
る
よ
う
に
し
て
い
る
。
教
師
が
他
学
科
の
様
子
も
把

握
で
き
る
よ
う
、
３
学
科
の
取
り
組
み
を
１
枚
の
シ
ー

ト
に
ま
と
め
た
点
も
工
夫
の
１
つ
だ
。

　「
基
礎
力
診
断
テ
ス
ト
」
の
結
果
か
ら
、国
語
・
数
学
・

英
語
の
基
礎
学
力
向
上
が
課
題
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か

に
な
り
、
09
年
度
、「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」
で
学

び
直
し
に
着
手
し
た
。
教
材
は
、
１
年
目
は
教
科
担
当

者
が
作
成
し
た
小
テ
ス
ト
を
用
い
た
が
、
作
問
や
結
果

分
析
の
負
担
が
大
き
か
っ
た
た
め
、
２
年
目
か
ら
ベ

ネ
ッ
セ
の
「
マ
ナ
ト
レ
」（
＊
3
）
を
採
用
し
た
。

　「『
マ
ナ
ト
レ
』
で
、
生
徒
の
自
学
自
習
に
よ
る
学

び
直
し
の
ス
タ
イ
ル
が
確
立
し
ま
し
た
。
し
か
し
、

事
後
の
復
習
も
生
徒
に
任
せ
て
い
た
た
め
、
生
徒
の

つ
ま
ず
き
を
担
任
と
教
科
担
当
者
が
把
握
し
き
れ
て

お
ら
ず
、フ
ォ
ロ
ー
が
不
十
分
で
し
た
」（
横
山
教
頭
）

　
そ
こ
で
、
12
年
度
の
総
合
学
科
設
置
を
機
に
、「
マ

ナ
ト
レ
」を
活
用
し
た
基
礎
学
力
向
上
策
を
改
善
し
た
。

ま
ず
、「
マ
ナ
ト
レ
」の
級
ご
と
に
確
認
テ
ス
ト
を
実
施
。

合
格
点
に
達
し
な
か
っ
た
生
徒
に
は
、
土
曜
補
習
に
参

加
さ
せ
る
こ
と
に
し
た
。
補
習
で
は
、
生
徒
は
教
科
担

当
者
か
ら
解
説
を
受
け
た
後
、
補
習
プ
リ
ン
ト
に
取
り

組
む
。
こ
れ
は
、
教
科
担
当
者
が
「
マ
ナ
ト
レ
」
の
級

に
準
じ
て
問
題
の
難
易
度
を
設
定
し
て
作
成
し
た
プ
リ

ン
ト
だ
。
生
徒
は
、
そ
の
補
習
プ
リ
ン
ト
を
理
解
で
き

る
よ
う
に
な
る
ま
で
指
導
を
受
け
、
ス
モ
ー
ル
ス
テ
ッ

プ
で
の
弱
点
克
服
に
努
め
る
。

　
補
習
の
各
教
室
に
は
教
科
担
当
者
と
担
任
が
つ
き
、

チ
ー
ム
・
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
で
生
徒
個
々
に
丁
寧
に
指
導

す
る
。
実
施
後
、
教
科
担
当
者
が
出
席
状
況
や
解
説
し

た
内
容
、
生
徒
の
取
り
組
み
の
様
子
な
ど
を
「
マ
ナ
ト

レ
確
認
テ
ス
ト
　
実
施
報
告
書
」（
Ｐ
．36
図
）
に
書
き

込
み
、担
任
に
渡
す
。担
任
は
こ
れ
を
見
て
、生
徒
の
学

習
状
況
を
つ
か
み
、
課
題
が
あ
れ
ば
教
科
担
当
者
と
対

策
を
立
て
る
。そ
う
し
た
結
果
、「
マ
ナ
ト
レ
」
の
ど
の

級
の
確
認
テ
ス
ト
で
も
、
合
格
率
が
８
割
を
超
え
る
よ

う
に
な
り
、Ｄ
３
の
生
徒
が
急
激
に
減
少
し
た
と
い
う
。

聖
カ
タ
リ
ナ
学
園
高
校

平
原
澄
夫
　
ひ
ら
は
ら
・
す
み
お

教
職
歴
21
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
22
年
目
。
普
通
科
長
。

英
語
科
主
任
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
・
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
推
進
責
任
者
。

「
常
に
ス
ピ
ー
ド
感
を
大
切
に
し
て
職
務
に
あ
た
る
」

聖
カ
タ
リ
ナ
学
園
高
校
教
頭

横
山
博
文
　
よ
こ
や
ま
・
ひ
ろ
ふ
み

教
職
歴
25
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
26
年
目
。
総
合
学
科

長
兼
任
。「
思
い
を
形
に
す
る
に
は
勇
気
が
い
る
。
教
師

に
必
要
な
の
は
言
葉
に
出
す
勇
気
、
行
動
す
る
勇
気
」

聖
カ
タ
リ
ナ
学
園
高
校

國
本
優
香
里
　

く
に
も
と
・
ゆ
か
り

教
職
歴
３
年
。同
校
に
赴
任
し
て
４
年
目
。国
際
教
育
室
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
推
進
委
員
。「
様
々
な
こ
と
に
挑
戦
し
よ
う
と
す

る
生
徒
を
し
っ
か
り
支
え
ら
れ
る
存
在
で
あ
り
た
い
」

聖
カ
タ
リ
ナ
学
園
高
校
校
長

芳
野
敬
三
　
よ
し
の
・
け
い
ぞ
う

教
職
歴
41
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
11
年
目
。「
信
・
望
・
愛
。

生
徒
の
力
を
信
じ
、
生
徒
の
成
長
を
望
み
、
生
徒
に
愛

情
を
持
っ
て
接
す
る
」

確
認
テ
ス
ト
と
補
習
で

基
礎
・
基
本
の
定
着
を
図
る

＊１　ＧＴＺ（学習到達ゾーン）という指標で生徒一人ひとりの基礎学力の定着度と学習力、コミュニケーション特性（自我同一性）を測る、ベネッセの生活・学習指導
用テスト。＊2　学力到達ゾーンのこと。ベネッセのテストにおける共通の評価指標。「S1」～「D3」の15 段階があり、基礎力診断テストでは、そのうち「A2」～「D3」
で評価される。＊3　ベネッセの教材の１つ。学習力を身につける、小・中学校範囲の学び直し専用のプリント教材。
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今回のテーマに関連する過去の記事はベネッセ教育総合研究所のウェブサイトでご覧いただけます。
２０１３年１０月号指導変革の軌跡「石川県・私立北陸学院中学・高校」など
　　http: //berd.benesse.p

愛媛県・私立　聖カタリナ学園高校愛媛県・私立指導変革の
　→　HOME　＞　教育情報　＞　高校向け

　
総
合
学
科
設
置
に
つ
い
て
は
、
若
手
教
師
を
中
心
と

す
る
各
教
科
の
代
表
、
管
理
職
か
ら
成
る
「
カ
タ
リ
ナ

24
委
員
会
」
で
議
論
し
た
。
当
時
の
学
科
構
成
は
、
就

職
希
望
者
の
多
い
商
業
科
が
あ
る
一
方
、
普
通
科
の
中

に
も
就
職
に
対
応
す
る
総
合
進
学
コ
ー
ス
が
あ
り
、
各

学
科
・
コ
ー
ス
の
す
み
分
け
が
明
確
で
は
な
か
っ
た
。

　「
開
校
以
来
の
伝
統
の
あ
る
商
業
科
の
改
組
に
は
、

た
め
ら
い
が
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
３
学
科
の
中

で
、
商
業
科
の
受
験
者
数
が
最
も
減
っ
て
い
る
の
も

事
実
で
し
た
。
伝
統
あ
る
商
業
教
育
や
普
通
科
総
合

進
学
コ
ー
ス
の
福
祉
系
科
目
な
ど
、
多
様
な
教
育
資

産
を
生
か
す
た
め
に
は
、
総
合
学
科
の
設
置
が
最
良

で
あ
る
と
い
う
結
論
に
達
し
ま
し
た
」（
横
山
教
頭
）

　
そ
う
し
て
、
商
業
科
の
募
集
を
停
止

し
、
12
年
度
、
総
合
学
科
を
設
置
し
た
。

　
総
合
学
科
の「
産
業
社
会
と
人
間
」
は
、

「
セ
ル
フ
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
Ⅰ
」
と
し
て

開
講
し
、
教
材
は
ベ
ネ
ッ
セ
の「
進
路
サ

ポ
ー
ト
」（
＊
１
）
を
導
入
。
ま
ず
、
１

学
期
に
自
分
探
し
、
職
業
研
究
、
学
問

研
究
な
ど
を
書
き
込
み
式
ワ
ー
ク
ノ
ー

ト
の
「
進
路
ノ
ー
ト
」
で
行
い
、そ
の
学

び
を
土
台
と
し
て
、
２
・
３
学
期
に
は
、

２
年
生
に
選
択
す
る
系
列
（
保
育
・
健

康
福
祉
な
ど
７
系
列
）
の
研
究
を
行
っ
た
。

　
授
業
前
に
は
学
年
団
で
、
授
業
ご
と
に
作
成
す
る
指

導
案
を
基
に
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
行
い
、
授
業
後
は
振
り

返
り
を
行
う
。「
こ
の
部
分
の
説
明
が
足
り
ず
、
生
徒

の
気
づ
き
を
促
せ
な
か
っ
た
」「
前
向
き
な
気
持
ち
を

引
き
出
す
声
か
け
が
不
十
分
だ
っ
た
」
な
ど
、
次
の
授

業
に
向
け
た
目
線
合
わ
せ
を
行
う
。

　「
効
果
的
だ
っ
た
点
、
不
十
分
だ
っ
た
点
を
共
有

し
、
検
討
す
る
な
ど
、
足
並
み
を
そ
ろ
え
る
こ
と
は
、

学
年
団
の
一
体
感
を
醸
成
す
る
と
同
時
に
、
指
導
力

を
高
め
る
た
め
に
も
欠
か
せ
ま
せ
ん
」（
横
山
教
頭
）

　
総
合
学
科
の
担
任
を
経
験
し
た
國
本
優
香
里
先
生

は
、
次
の
よ
う
に
語
る
。

　「『
自
分
に
は
で
き
な
い
』『
や
り
た
い
こ
と
が
見

つ
か
ら
な
い
』と
い
う
生
徒
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

総
合
学
科
を
受
け
持
つ
際
は
、
生
徒
に
自
信
を
持
た

せ
、
前
向
き
に
進
路
を
切
り
開
い
て
い
く
力
を
引
き

出
す
こ
と
を
意
識
し
て
い
ま
す
。
学
年
団
で
の
情
報

共
有
会
は
、
生
徒
へ
の
声
か
け
の
内
容
や
課
題
の
取

り
組
ま
せ
方
な
ど
、
ほ
か
の
先
生
の
指
導
を
知
る
こ

と
が
で
き
る
貴
重
な
場
に
な
り
ま
し
た
」

　
15
年
度
、
同
校
は
創
立
90
周
年
を
迎
え
、
１
０
０
周

年
に
向
け
た
新
た
な
改
革
に
乗
り
出
し
た
。
柱
の
１
つ

は
、16
年
度
の
共
学
化（
看
護
科
は
除
く
）に
向
け
た
環

境
整
備
だ
。
管
理
職
と
各
分
掌
の
代
表
に
よ
る「
カ
タ

リ
ナ
28
委
員
会
」
を
設
置
し
、
全
国
の
先
進
校
を
視
察

し
て
共
学
化
に
向
け
た
ノ
ウ
ハ
ウ
の
蓄
積
に
努
め
た
。

　
も
う
１
つ
は
、
魅
力
あ
る
授
業
づ
く
り
の
た
め
の
教

育
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
だ
。
15
年
３
月
、
普
通
科
長
の
平
原
澄す

み

夫お

先
生
が
学
校
の
意
思
決
定
機
関
で
あ
る
運
営
委
員
会

（
委
員
長
は
芳
野
校
長
）
に
、
普
通
科
で
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教

育
の
実
施
を
提
案
。10
日
ほ
ど
で
ベ
ネ
ッ
セ
の「Classi

」

（
＊
２
）
の
導
入
が
決
定
し
、
４
月
下
旬
の
職
員
会
議

で
公
表
さ
れ
、６
月
に
は
タ
ブ
レ
ッ
ト
が
整
備
さ
れ
た
。

　「
学
校
改
革
に
は
ス
ピ
ー
ド
感
が
大
切
で
す
。
16

年
度
の
生
徒
募
集
に
向
け
て
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
の
メ
リ
ッ

ト
を
正
確
に
伝
え
る
た
め
に
は
、た
だ
『
や
り
ま
す
』

と
言
う
だ
け
で
は
な
く
、
前
年
度
中
に
校
内
に
浸
透

さ
せ
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
し
た
」（
平
原
先
生
）

　
教
師
全
員
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
浸
透
を
図
る
た
め
、
校

内
研
修
の
体
制
も
工
夫
し
た
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
精
通
し
て
い

＊１　ベネッセの教材の１つ。生徒一人ひとりの視野を広げ、将来の進路について考
えるきっかけを与える教材。
＊２　株式会社ベネッセホールディングスとソフトバンク株式会社の合弁会社である
Classi 株式会社が提供する、学校教育での ICT 活用を総合的に支援するサービス。

補習での生徒の学習状況を担任に報告し、その後の指導
に生かす。　　　　　　　　＊学校資料をそのまま掲載

「マナトレ確認テスト　実施報告書」図

教
育
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
を
組
織
的
に
進
め
、

教
育
力
の
向
上
を
目
指
す

毎
時
間
の
情
報
共
有
で

指
導
の
質
の
担
保
を
図
る
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今回のテーマに関連する過去の記事はベネッセ教育総合研究所のウェブサイトでご覧いただけます。
２０１３年１０月号指導変革の軌跡「石川県・私立北陸学院中学・高校」など
　　http: //berd.benesse.jp

愛媛県・私立　聖カタリナ学園高校指導変革の
　→　HOME　＞　教育情報　＞　高校向け

る
教
師
５
人
を
Ｉ
Ｃ
Ｔ
推
進
委
員
に
任
命
し
、さ
ら
に
、

教
科
指
導
推
進
チ
ー
ム
とClassi

推
進
チ
ー
ム
を
結
成

し
た
。
各
教
科
１
人
、
計
13
人
に
よ
る
教
科
指
導
推
進

チ
ー
ム
は
、
授
業
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
の
状
況
把
握
、
デ
ジ
タ

ル
教
材
の
活
用
事
例
の
研
究
な
ど
を
行
っ
た
。Classi

推
進
チ
ー
ム
は
、
全
学
年
団
か
ら
７
人
を
選
出
し
、

「Classi

」
を
活
用
し
た
学
習
指
導
や
生
徒
把
握
、
情
報

共
有
な
ど
の
方
法
を
探
っ
た
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
推
進
委
員
が
研

修
の
計
画
・
運
営
と
両
チ
ー
ム
の
取
り
ま
と
め
を
行
い
、

研
修
で
両
チ
ー
ム
が
検
証
の
成
果
を
報
告
し
た
。

　「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
研
究
授
業
に
は
40
人
近
く
の
教
師
が

参
加
す
る
な
ど
、
ど
の
教
師
も
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
あ
と
数
年
で
定
年
退
職
と
い
う
ベ
テ
ラ

ン
教
師
も
含
め
、
全
体
の
半
数
以
上
の
教
師
が
Ｉ
Ｃ

Ｔ
を
活
用
し
た
授
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
多
忙
感
は

あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
学
校
が
地
域
か
ら
注
目

を
集
め
て
い
る
こ
と
に
対
し
て
や
り
が
い
を
感
じ
て

い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」（
平
原
先
生
）

　
共
学
化
を
迎
え
た
16
年
度
、新
校
舎
が
竣

し
ゅ
ん

工こ
う

し
た
。
60

年
前
に
校
地
が
分
か
れ
て
以
来
、
再
び
全
学
科
が
１
つ

の
敷
地
に
集
ま
り
、
設
備
面
で
も
学
校
の
一
体
感
を
担

保
す
る
環
境
が
整
っ
た
。

　
普
通
科
の
特
別
進
学
コ
ー
ス
（
２
年
次
に
特
進
ア
カ

デ
ミ
ッ
ク
コ
ー
ス
か
特
進
国
際
コ
ー
ス
を
選
択
）で
は
、

新
た
な
活
動
が
始
動
し
た
。
成
績
上
位
層
の
育
成
を
目

指
す「
Ｔ
ｅ
ａ
ｍ
　

Ｔ
28
」「
Ｔ
ｅ
ａ
ｍ
　

Ｗ
28
」だ
。「
Ｔ

ｅ
ａ
ｍ
　

Ｔ
28
」
は
、
東
京
大
学
・
京
都
大
学
・
医
学

部
医
学
科
な
ど
を
目
指
す
集
団
づ
く
り
を
目
的
と
し
、

特
進
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
コ
ー
ス
を
対
象
に
、
数
学
の
早
朝

補
習
や
進
学
ガ
イ
ダ
ン
ス
な
ど
で
学
力
、
進
路
意
識
の

向
上
を
図
っ
て
い
る
。
一
方
、「
Ｔ
ｅ
ａ
ｍ
　

Ｗ
28
」
で

は
、
長
期
留
学
者
や
海
外
大
学
へ
の
進
学
希
望
者
の
増

加
を
目
指
す
。
１
学
期
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
で
特
別
進
学
コ

ー
ス
の
生
徒
に
国
内
大
学
と
海
外
大
学
と
の
違
い
を
説

明
し
、
特
進
国
際
コ
ー
ス
の
２
年
生
の
授
業
で
は
、
ベ

ネ
ッ
セ
の
「
オ
ン
ラ
イ
ン
・
ス
ピ
ー
キ
ン
グ
・
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
」（
＊
３
）
を
導
入
し
た
。
こ
れ
は
、
対
話
形

式
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
た
め
、
リ
ス
ニ
ン
グ
力
・
ス
ピ

ー
キ
ン
グ
力
の
向
上
が
期
待
で
き
る
。
今
後
の
特
別
進

学
コ
ー
ス
で
は
、「Classi

」
の
グ
ル
ー
プ
機
能
を
使
っ

て
、
さ
ら
に
集
団
力
を
高
め
た
い
と
い
う
。

　
同
校
へ
の
地
域
の
期
待
と
評
価
は
高
ま
っ
て
い
る
。

16
年
度
入
試
の
受
験
者
数
は
前
年
比
の
２
倍
と
な
り
、

入
学
者
も
２
０
０
人
以
上
増
え
、
男
子
１
期
生
の
入
学

者
は
目
標
を
大
幅
に
超
え
る
１
０
７
人
に
達
し
た
。
改

革
の
成
果
を
実
感
し
な
が
ら
も
、同
校
に
慢
心
は
な
い
。

　「
改
革
は
進
行
中
で
す
。
今
は
過
去
の
成
果
を
振

り
返
る
よ
り
も
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
走
り
続
け

て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
課
題
は
、
成
績
上
位
層

の
生
徒
を
安
定
的
に
確
保
す
る
こ
と
。
教
育
の
質
、

教
師
の
指
導
力
の
さ
ら
な
る
向
上
に
努
め
て
、
校
外

に
ア
ピ
ー
ル
し
た
い
と
思
い
ま
す
」（
平
原
先
生
）

＊３　インターネットのテレビ電話を使い、ネイティブスピーカーと１対１で英会話の練習を行う、ベネッセが提供するサービス。

若手教師が語る、指導変革への　　　　

生徒とともに
夢を探す存在でありたい
国際教育室、ＩＣＴ推進委員　國本優香里

　着任３年目の2015年度に、校内のＩＣＴ教育を取
りまとめるＩＣＴ推進委員に選出されました。教職経
験の浅い私に、ＩＣＴ化のかじ取り役が務まるのかと
いう不安もありましたが、学校に貢献したいという思
いもあり、引き受けました。普段は教科指導や生徒指
導の面でアドバイスをいただいているベテランの先生
方から、デジタル教材や「Classi」の使い方につい
て質問されることが多くなり、頼りにしていただける
ことにやりがいを感じています。
　本校には、自信があまりない生徒が多いと感じてい
ます。進路学習に取り組んだ時には、どうすれば夢を
持てるようになるのか、背中を押してあげることがで
きるのかということを第一に考えました。「進路ノー
ト」に「どうせ自分なんて」というコメントを書く生
徒には、前向きに自分自身を見つめられるように、様々
な角度から問いかけました。生徒が書いた感想や決意
表明に、１人20分くらいかけてコメントを書いたこ
ともあります。
　16年度には、「TeamＴ28・Ｗ28」など新たな取
り組みが始まりました。成績上位層の生徒たちが難関
大学に合格できるしっかりとした指導力を身につける
ことが、現在の目標です。私は比較的、生徒と年齢が
近く、身近な存在だと思うので、生徒とできるだけた
くさん話し、彼らの悩みを受け止め、一緒に夢を探し
続けていきたいと思います。

若手教師が語る、指導変革への 　　　情熱

「
Ｔ
ｅ
ａ
ｍ
　

Ｔ
28
・
Ｗ
28
」
で

成
績
上
位
層
を
伸
ば
す
集
団
づ
く
り
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